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O‐AIRの特徴

• O-AIRとは

岡山県内の大学・研究機関等の研究成果等の

蓄積・保存・公開のための共同リポジトリ事業

• O-AIRの特徴

参加機関それぞれが独立して研究成果等を保存・公開



O‐AIRの経緯

• 平成18年度

岡山大学のEprintsシステム内に参加機関の

コンテンツを登録することを提案

→一部の大学は参加に興味を持つが、

岡山大学のコンテンツと並列に表示されることに抵抗感

• 平成19年度末

岡山大学のシステムとは独立して、運用できるシステムを

提案 （仮想化方式の採用）

→抵抗感の解消



O‐AIR運用システム

• 参加機関の役割

システムの構築・管理は岡山大学の役割

→参加機関は、コンテンツの構築等、学内調整に専念

• 2008年度参加機関

・環太平洋大学

・津山工業高等専門学校

・中国学園

※岡山大学附属図書館と参加機関の間で協定













詳細検索画面

ブラウズ（主題）画面

紀要の画面



コンテンツ登録画面（一部）

管理者用設定画面



O-AIRの運用イメージ

共同で情報発信

コミュニティサイト

A機関専用の

IRシステム

B機関専用の

IRシステム

C機関専用の

IRシステム

D機関専用の

IRシステム

情報・ノウハウの共有

ポータルサイト

（デジタル岡山大百科）

システム独立型

柔軟な運用







岡山県立図書館との連携

• デジタル岡山大百科

岡山の姿を百科事典的に調べられることを目指した

電子図書館システム

・リポジトリのハーベストも可能

- 現在、岡山大学学術成果リポジトリのコンテンツを

ハーベストしている

-O-AIRとの連携も可能

地域に対して効果的な情報発信が可能。



今後の課題と計画

課題 計画

運用ノウハウの共有 研修会・セミナーの開催
コミュニティサイトの活用

岡山地域における
共同リポジトリコミュニティの拡大

説明会の開催
個別アプローチ
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